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まちづくり協議会から上線韓韓

河内を結ぶ公共交通を

楽しく利用しよう。

い喜いき

【開催予定】

5月19日・8月3日・

9月29日

河内のシンボルフラワー
を知り、地域の歴史を楽
しく学ぼう。

日日

○○

【開催予定】

「「月「〇日

まち協・商工会・JA・福祉

協議会総力で催すまつりを

楽しく体験しよう。

河内地区まちづくり協議会の全体会議を2月1 5日河内地区市民センターで開催し、 3 1年度実行計画を

決定しました。 (河内地区まちづくり協議会事務)

さぎそう河内号を利用するには、すべての人が、毎年度利用登録を頭重重量塵していただくことになります

3 「年度利用登録をしましたか!

(平成3「年4月l日へ2020年3月3「日)

詳しくは3 0年1月号折り込みパンフレット「きざそう河内号のご案内」(全世帯配布)をご高覧下さい。

お聞合せ:河内地区地域内交通運営協議会(河内地域自治センター内)

地域団体室携帯 090-3229-3202

Eメール: tp_kwtik@moon.ucatv.ne. jp
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平
成
3
 
1
年
度
、
宇
都
宮

市
は
1
 
0
月
か
ら
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か

け
や
励
み
を
生
み
出
す
こ

と
を
目
的
に
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
参
加
者
に
市
有

施
設
利
用
券
な
ど
と
交
換

で
き
る
「
ポ
イ
ン
ト
」
を

付
与
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

活
動
応
援
事
業
」
を
開
始

花見会ボランティア参加予定者申請風景

し
ま
す
。

1
0
月
か
ら
本
格
運
用
を
目
指
す
前
に
、
市
内
に
3
9
地
区

あ
る
中
か
ら
5
地
区
に
お
い
て
2
̃
与
月
試
験
運
用
を
行

う
こ
と
と
な
り
、
河
内
地
区
が
そ
の
指
定
地
区
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

河
内
地
区
で
は
4
月
に
実
施
す
る
桜
づ
つ
み
「
花
見
会
」

を
ま
ち
づ
く
り
活
動
指
定
事
業
に
し
花
見
会
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
す
る
人
を
対
象
に
3
月
8
白
河
内
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
会
員
登
録
・
花
見
会
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
参
加
申
請
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
地
域
団
体
や
N
P
〇
、
企
業
等
が
活
動

登
録
(
例
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
清
掃
活
動
、
青
少
年
の

健
全
育
成
な
ど
)

し
た
項
目
か
ら
、
参
加
し
た
い
活
動
の

情
報
を
検
索
し
、
参
加
申
請
し
て
、
活
動
に
参
加
す
る
と

ポ
イ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
制
度
で
す
。

河
内
地
区
で
も
、
今
後
河
内
地
区
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
基

本
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
登
録
し
て
そ
の
都
度
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
募
る
予
定
で
す
。

下ケ橋&河原地区の「SK農村環境保全会」では

国の農地・水・環境保全向上対策事業補助金を活用して、

地元の農家・非農家1 2 0人が-体となり、農村景観の計画

的な保全をしようと、道路脇の草刈りや鬼怒川沿川の生態系

を守る、農村活性化事業に取り組んできました。その活動実

績が評価され、第1 2回栃木県元気な農業コンクールで、元

気大賞を受賞しました。櫻井忠夫会長は「活動が実り、地域

では珍しい渡り鳥や、虫たちを確認できるようになった。この

自然を子供たちの為にも、末永く残して行きたい」と成果を

実感していました。

白鳥やマガン等の渡り鳥が飛来す

る「ふゆみずたんば」は河内地区の

自慢のスポットになっています。

縁
あ
っ
て
「
か
わ
ち
」
と
関
わ
る
こ
と
…
年
、
そ
の
間
に
岡
本
北
小

が
主
体
的
な
関
わ
り
を
持
つ
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
岡

本
城
跡
と
の
出
合
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
岡
本
北
小
に
赴
任
し

て
間
も
な
い
頃
、
「
ブ
ラ
キ
ム
ラ
」
と
称
し
て
学
校
周
辺
を
散
策
し

て
い
る
内
に
、
堀
と
土
塁
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
学
校
に
戻
っ
て
聞
い

て
み
て
も
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
岡
本
城
跡
。
文
献
で
調
べ
て
み
る

と
、
与
番
目
の
外
堀
が
岡
本
北
小
校
庭
を
通
っ
て
い
た
可
能
性
が

あ
る
と
知
り
、
早
速
4
月
2
7
日
の
創
立
記
念
日
に
全
校
朝
会
で
話

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
驚
き
の
反
応
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
は
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
探
検
の
度
に
連
れ
て
い

き
、
高
台
か
ら
遠
方
を
眺
め
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。
そ
の
度
に
、
こ

の
城
跡
を
何
と
か
し
た
い
と
思
い
始
め
ま
し
た
。
翌
年
、
地
域
清
掃

と
し
て
取
り
組
め
な
い
か
を
検
討
し
、
市
教
委
文
化
課
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
た
と
こ
ろ
、
6
年
生
の
郷
土
史
の
学
習

と
城
跡
清
掃
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

記
念
し
て
、
校
内
に
岡
本
城
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
文
化
課
か
ら
お

借
り
し
て
き
た
出
土
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
3
0
年
度
に
は
、
城
跡
清

掃
を
年
6
回
に
増
や
し
、
全
学
年
に
割
り
振
っ
て
「
き
ら
り
ん
清
掃
」

と
命
名
し
ま
し
た
。
「
き
ら
り
ん
」
は
本
校
自
慢
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
、

2
年
前
に
児
童
会
が
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
総
選
挙
」
を
行
っ
て
生
み
出
し

ま
し
た
。
学
校
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
で
生
ま
れ

た
「
き
ら
り
ん
」
が
、
岡
本
城
跡
清
掃
と
リ
ン
ク
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
意
義
深
い
こ
と
で
す
。
「
き
ら
り
ん
」
が
付
く
と
、
子
ど
も
た
ち

は
笑
顔
で
頑
張
り
ま
す
。
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
汗
を
流
し
、
達
成
感

を
味
わ
え
ま
す
。
ま
さ
に
元
気
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
は
、
地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
元
気
を
引
き
出
す
よ
う
な
試
み
を

ぜ
ひ
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

で
す
。
地
域
の
未
来
は
、
そ
の
よ
う
な
小
さ
な

支
援
の
積
み
重
ね
で
作
ら
れ
て
ゆ
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

3
年
間
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

駆塾避塾 自転車も飲酒運転事故の元
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古
里
中
学
校

入
学
武
一

岡本北小学校

河
内
中
学
校

満開時の登校風景

Eメール: tp_kwtik㊤moon.ucatv.ne. jp
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なんとZO1 9年のシーズンより法政

大学からチームに加入した黒崎隼人 "揃
さんは河内出身です。それも小学校

時代(岡本小)、宇都宮少年サッカー連

盟所属『岡本FC』で主要メンバーのサッカー少年だったので克ご存知でしょ

うか…・。

それと驚くなかれ、同じく少年時代黒崎さんと同級生でチームメイトの永

見 廉さんも作新学院大学から「栃木シティフットボールクラブ」にプロ入りし

ていますt

そして現在でも『岡本FC』の指導者で監督である松本正和さん、二人の恩

師にあたります。当時から体格面・素質は抜群で、常に二人は切磋琢磨して

チームを盛り上げていたとの事。

その二人がプロ入り後、 『岡本FC』の1月初蹴りにそろって訪れ、なんとその

時の3ショット。松本さん、うれしそうですね。

ところが伝統ある『岡本FC』も今年3月で休止に。地域の子ども達も少なく

なり、最近の育成環境も変化して、お父さんコーチからクラブ・スクール化へ…

栃木SC公式サイト www.tochゆS⊂jp

松本さん日ぐともかく永くプロとして活躍してほしい。これからも試合応援にいくよ。私にとって二人はたいへん誇らしい

です。 ’’との事です。

i’

撃二三蓑 ``黒崎等大選手から地元かわらの皆さんへ’’ブ_溺誌上
河内地区の皆さん、こんにちは。今年から栃木SCに加入した黒崎 隼人です。自分自身は小学生の時は;

岡本FC、栃木SCにはジュニアユース(中学生)とユース(高校)チームでお世話になり法政大学を卒業して言

また地元である栃木に戻ってくることができました。大学を経由して′’また栃木に戻ってこよう’’、そう決めて;

いたのでとても嬉しいです,

久しぶりに栃木に戻ってきて、懐かしい想いがありますし、自分の育った街というところでやりやすさもi
閉園

:あります。またこうして自分が幼いころから練習をしだ)していて身近な場所である河内総合運動公園でトレーニングができ;

;ることでモチベーションも上がりま克そして、自分が戻ってきたことで地域の皆さんに声をかけていただいたりしていてとて!

!もありがたいですし、ここから皆さんに恩返ししていきたいなと思っていますt

;河内地区でプロになった人はまだ少ないと思いますしこうして地元のチームで地元の選手である自分が河内地区を盛り土:

くげて、また、栃木県全体を盛り上げていけるようはずは今年一年頑張りたいと思っていますぜひ皆さん、応援よろしくお願いしま克;

ようにリサイクルされるのか、施設を訪問し見学することでノサイクルにつ

いて理解を深めることを目的に毎年開催しています。

今回訪れたのは、鹿沼市にあるペットボトルのリサイクルを行っている

(株)ジャパンテック宇都宮工場で、参加した38名の方は説明いただい

た担当者に熱心、に質問をするなど改めて資源再利用の重要性を確認し

ていました。

側聞垣垂範固 歩くまい車のすぐまえすぐうしろ
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●種の目イベント

「ハーバリウムをつくって贈ろう! 」
日 時:2019年う月1旧(白)

・午前の部午前10時30分̃12時 ・午後の部午後2時へう時う0分

会 場:河内図書館 集会室 内 容:ハーバリウム作成

講 師:日本ハーバリウム協会認定講師 星」〇度里子氏

定 貝:各回先着20名

費 用:材料費800円(当日徴収します、お釣りの無いようお願いします)

その他:小さなお子様は保護者の方とご参加ください

申 込:申し込み受付中です。

参加希望の回をご指定の上、直接または電話、 F A Xで河内図書館へ

問合せ:河内図書館

蜜(67う) 678Z FAX:028埼73-6783

河内のシンボルフラワー「サギソウ」を知り、地域の歴史を学ぶ;

河内のご当地キャラクター「ソウくん・サギちゃん」は「サギソウ」から;
誕生しました。その「サギソウ」は昭和53年河内町

が地域住民の応募によリシンボルフラワーとなって

親しまれてきました。

河内生涯学習センター主催により「サギソウ」を

知っていただく講座等を次のとおり開催します。

蘭僻目 内 容 対最善・定員・申込方法篭 

与月19日(日) オリエンテーション 開催時間・開催場所・申込方法・対象 
サギソウ鉢植え請座 

者・定員・責用などは河内生涯学習セ 
(河内地区市民センター) 

ンターが発行する講座のご案内(自治 
8月3日(土) サギソウ朝市表加と啓発話座 

(河内地区市民センター) 
会回覧など)をご覧ください。または田 

9月29日(日) 高農相全古墳・旧克つ瞬軸見学 
話でお問い合わせください。 

(大塚自治会) 密(671)3201 

追伸

全国28県1与0通の「2019 ・年賀状」がソウくん・サギちゃんに届きました。

●ヵフエトク

「蒲生喜平の生涯をひもとく」
「豪放の3奇人」として知られる宇都宮出身の儒学者・蒲生吾平の、多

彩な功績や生涯についてお話いただきます。美味しいお菓子とお飲み

物付きの講座です。

日時:6月9日(日)午後2時へ4時 会場:河内図書館 集会室

講師:阿部邦男氏【蒲生吾平研究家・博士(文学) 】

定貝:先着20名 対象:-般

費用: 300円(飲食代として当日頂きます。お釣りの無いようご準備

ください)

申込: 5月16日(金)午前9時30分から直接、電話またはFAXで河内

図書館へ

問合せ:宇都宮市立河内図書館 魯(673) 6782 FAX:O之8-673-6783

; ○河内地区市民センター窓口(戸籍届出・住民異動届などの手続き)の混雑

について

曜日や日付によって河内地区市民センターの窓口の混雑が予想されます。

混雑時は.お待ちいただく時間が長くなってしまいますので時間に余裕

をもってお越しくださいますようお願いいたします。

窓口をご利用になる皆ざまには大変ご不便をおかけいたしますかご理解.

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

★月・金曜日 ★月初めの1週間程度 ★祝日・休日等の翌日

★連休の翌日 ★大安など暦の良い日 ★7月7日(七夕)

★1 1月22日(いい夫婦の日)

★元年11月11日など数字が潤う日 ★12月24日・2う日(クリスマス)

★ 3月中旬から4月上旬

○河内地区市民センターの自動交付機は撤去ざれています

現在は市役所本庁・雀宮地区市民センター・苫屋地区市民センターの3か所

にのみ設置されています。

◆問合せ:河内地区市民センタ一 審(671) 3203

主聖-’’“: ‾圏
取りに来てください。地域の環境美化のためにも、多くの推進員さんの参加をお待ち

しております。 ◆配布日 5月26日(日) ◆時 同 午後9時一10時の間

◆場 所 中央花壇(雨天決行)

平成う1年度「田んぼの学校」の生徒を葉集していますぐ

:自然豊かな白沢公園で、生きもの調査や田植え・稲刈りなど体験してみませんが

期 日4月̃翌年1月(年間10回程度) 募集人員 小学生の親子20組(先着順)

参加費1家族10, 000円(年間。保険料、材科費)

活動内容 前記のほか餅つき、ホタル観察会、夏野菜の植え付けや収穫、焼きイモ等

「食と農」の体験をします。 申込期間 現在募集中です

守込先NPO法人グラウンドワーク醜感 電(673) 9766 (月は休館)

Eメール: tp_kwtik@moon.ucatv. ne. jp
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ま
す
。

ふ
る
た
遊
楽
環
境
保
全
会
は
、
古
田
自
治
会
を
ま

と
め
て
い
る
重
要
な
組
織
な
の
で
、
活
動
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

自
治
会
全
戸
が
構
成
員
で
、
地
域
の
環
境
保
全
を

目
的
に
組
織
さ
れ
、
農
業
環
境
の
整
備
や
景
観
形
成

活
動
と
し
て
紫
陽
花
や
彼
岸
花
の
植
栽
、
地
域
交
流

活
動
と
し
て
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
、
生
息
地
保
全
活

動
と
し
て
ホ
タ
ル
生
息
の
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
(
平
成
的
年
度
)
の
活
動
に
参
加
し
た
会

員
は
延
べ
7
2
0
名
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
た
遊
楽
環
境
保
全
会
は
発
足
1
2
年
に
な
り
ま

す
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
ま
と
ま
り
が
良
く
な
り
、

昨
年
度
は
稲
荷
神
社
の
祭
り
2
回
、
八
坂
神
社
の
祭

り
、
天
棚
を
飾
っ
て
の
風
祭
り
、
そ
し
て
初
常
会
(
総

会
)
な
ど
自
治
会
行
事
へ
の
参
加
率
は
常
に
9
割
を

超
え
ま
し
た
。

古
田
の
共
同
墓
地
の
周
囲
の
林
、
面
積
1
5
ア
ー
ル

の
立
木
の
伐
採
や
、
稲
荷
神
社
の
本
殿
覆
屋
の
修
復

と
鳥
居
の
更
新
は
5
年
計
画
で
し
た
が
、
会
員
の
ま

と
ま
り
の
良
さ
を
も
っ
て
、
昨
年
ま
で
の
4
年
で
実

現
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

以
前
か
ら
ま
と
ま
り

の
良
い
自
治
会
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
て
、
河
内
地
域

の
行
事
に
は
全
て
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
最

近
は
自
治
会
活
動
及
び
、
ふ
る
た
遊
楽
環
境
保
全
会

行
事
へ
の
参
加
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
で
、
負

担
が
重
い
と
の
意
見
が
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
無
理
を

し
な
い
よ
う
配
慮
し
た
運
営
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

古
田
自
治
会
は
田
原
地
区
の
北
東
部
に

位
置
し
て
、
新
栃
木
変
電
所
の
束
か
ら
ス
ー

パ
ー
オ
ー
タ
二
宝
井
店
の
北
2
0
0
メ
ー

ト
ル
迄
の
南
北
2
キ
ロ
程
の
細
長
い
集
落

で
、
戸
数
は
4
7
戸
で
稲
作
を
中
心
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
・
ネ
ギ
・
イ
チ
ゴ
・
梨
・
ト
マ
ト

な
ど
の
生
産
や
酪
農
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
内
に
自
治
消
防
団
を
は
じ
め
婦

人
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
お
暁
子
会
・
生
活
改

善
ク
ラ
ブ
な
ど
が
あ
り
、
更
に
「
ふ
る
た

遊
楽
環
境
保
全
会
」
と
言
う
組
織
が
あ
り

5月、 6月、 7月の星空

惑 星

i金星Iよ朝方東の空に「明けの明星」として

輝いています。

・木星は、東の空に「へびつかい座」で観望の

好機です。

・土星iま、 6月になると「いて座」で東の空で

観望できます。

星 座

・春の星座(おおぐま座、おとの座、しし座、

等)から夏の星座観望になります。

天文現象

・ 5月6日(月)みずがの座り流星群が見やす

い。 (条件最良)

" 6月11日(火)木星が衝観望の好機。

" 7月10日(水)土星が衝観望の好機。

二義!

公開日 5月4日(土) 、

6月1日(土)、

7月6日(土) 、

時 間 午後7時へ9時

費用は無料です、

上履きをこ持参下さい臆

河内星の子会 う蜜090

行政旧識
◆相談日 5月9日(木)

6月13日(木)

7月11日(木)

◆場 所 河内地区市民センター

1階相談室

◆時 間 午前10時一正午まで

◆相談員 渋井トミ子

密(673)2132

当センターは地域に根差したJ A

として、農業や暮らしに関する事業

を通じて地域とのつながりを生み

出し、より快適で魅力ある地域づく

りに貢献するJAうつのみやのビ
ジョンに基づき日々業務を行ってお

リます。当地区の農業は米麦大豆

生産が盛んでありますが、震業所得増大を目的に苺・ニラ・ネギ・アス

パラ等の園芸作物作付けを進め消費者へお届けしております。また、

地域住民に農業体験を通じて農業や」 Aに対する理解を深めていただ

く活動や、 J A内組織との連携により高鈴音支援を実施しております。

4月中旬からJ A健康サロン「交流磁気治療無料体験会場」を設置し

ております。是非、ご来場ください。

◆問合せ JAうつのみや河内営農経済センタ一

書雪(673) 6911

圃蕾随認紹爾
国立宇都宮病院の東側にある株式会社フレンド

「ふれんと岡本デイサービスセンター」 (登録者

1日40名 スタッフ20名)は今年で4年目を迎え、

今ではサービス付高齢者住宅も併設しております。事業所全体として

は各介護施設の他、県内・県外に薬局も展開しております。

当デイサービスセンターは、入浴・リハビリ・レクリ工-シヨンと様

々はサービスを行っています。特に個別入浴・リハビノ並びに選択メニ

ューのお食事も用意、〇人一人のご利用者様のご要望に応じてご支援さ

せていただいております。また10月に秋の“ふれんど祭’’を地域・行政

のご協力をいただき施設前にて開催。お近くの方

々のご参加も大歓迎です。

われわれスタッフ一同「2 「世紀の健康と福祉を

サポートする」をモットーに地域の方々に少しでも

貢献させていただきたいと考えております。

◆問合せ 審(671)8282 下問本町2175-9

・ふれんどヘルパーステーション

・ふれんと岡本居宅介護支援センター

・サービス付高齢者住宅「プルミエール・アミ岡本」 (定員20名)

鎖諏璽肇轟 ベルト締めスピードゆるめて安全運転
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河、一内勤=毒害
☆

河
内
村
の
躍
生
(
そ
の
と
)

第
一
次
合
併
県
試
案
に
古
里
村
と
田
原
村
の
両
村
の
置
か
れ
た
現
況
を
踏
ま
え
、
田
原

村
は
迅
速
な
推
進
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
姿
勢
、
古
里
村
は
高
崎
製
紙
日
光
工
場
(
現

王
子
マ
テ
リ
ア
)
な
ど
か
ら
の
法
人
か
ら
得
ら
れ
る
財
政
力
を
踏
ま
え
た
単
独
自
治
団
体

と
し
て
運
営
出
来
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
と
感
じ
ら
れ
る
動
き
を
掲
載
し
ま
す
。

*
昭
和
2
8
年
9
月
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
県
の
第
一
次
試
案
と
し
て
古
里
村
・
田
原
村
・
羽
黒
村
・
緯

島
村
・
豊
郷
村
の
五
箇
村
合
併
案
が
発
表
さ
れ
た
。

(
古
里
村
)
昭
和
2
9
年
2
月
2
8
日
開
会
の
村
議
会
で
村
民
間
の
意
思

表
示
部
不
明
と
の
理
由
で
態
度
保
留
と
な
る
。

(
田
原
村
)
同
年
4
月
6
日
合
併
促
進
準
備
委
員
会
で
基
本
的
態
度

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

(
田
原
村
)
同
年
4
月
1
2
日
下
館
而
・
渋
川
両
を
視
察
す
る
。

(
田
原
村
)
同
年
4
月
2
6
日
瑞
穂
野
村
・
平
石
村
を
視
察
す
る
。

(
田
原
村
)
同
年
5
月
6
日
・
羽
黒
村
・
絹
鳥
村
の
代
表
意
見
交
換

す
る
。

同
年
5
月
5
自
県
の
第
二
次
試
案
と
し
て
古
里
村
・
田
原
村
・
羽

黒
村
・
絹
島
村
の
四
箇
村
が
発
表
さ
れ
る
。

(
古
里
村
)
同
年
5
月
5
日
あ
く
ま
で
単
独
運
営
を
確
認
、
そ
の
際

「プロテニスプレ僕の将来の夢は
イヤー」です。

僕Iまテニスが大妬きです。今Iまソ

蕃義謀議諒莞護
3年まではソフトテニ

スを続けたいと思っ

ています。そして、

高校からは硬式テニ

スIこ転向して、自分

の夢Iこ走っていきた
いです。

皆
さ
ま
は
、
お
花
見
"
に
行
か
れ

ま
し
た
か
?

今
年
の
桜
は
、
特
別
に
色
鮮
や
か

に
感
じ
ま
し
た
。

て
服
務
彊
鵡
瑚

単
独
が
困
難
の
場
合
は
、
宇
都
宮
市
と
の
合
併
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
線
も
て
た
。

(
古
里
村
)
同
年
5
月
1
2
日
議
員
・
地
区
代
表
・
各
種
団
体
代
表
・
学
識
経
験
者
会
議

開
催
し
て
次
の
3
点
を
決
め
た
。

1
会
議
出
席
団
体
の
中
か
ら
6
4
名
で
合
同
協
議
会
を
編
成
す
る
。

2
県
試
案
に
対
し
て
態
度
を
暫
く
保
留
す
る
。

3

四
箇
村
合
併
、
宇
都
宮
市
と
の
合
併
等
に
つ
き
負
担
、
財
政
、
農
地
の
状
況
調
査

を
行
い
、
広
く
民
意
を
聴
く
。

同
年
5
月
2
1
日
田
原
村
長
が
古
里
村
長
に
両
村
合
併
の
申
し
入
れ
を
す
る
。

(
古
里
村
)
同
年
5
月
2
3
目
緊
急
協
議
会
を
開
催
し
て
次
の
2
点
を
決
め
た
。

1
田
原
村
と
の
合
併
に
つ
い
て
調
査
を
す
る
。

2
田
植
え
時
期
終
了
後
地
区
座
談
会
を
催
し
民
意
を
聴
く
。

同
年
5
月
2
8
日
田
原
村
合
同
審
議
会
が
二
箇
村
を
正
式
に
申
し
入
れ
を
し
た
。

(
古
里
村
)
同
年
丁
目
1
日
合
同
協
議
会
を
合
併
対
策
協
議
会
に
改
称
、
規
約
・
組
織

を
決
定
す
る
。

(
古
里
村
)
同
年
8
月
2
日
合
同
協
議
会
で
次
の
3
点
を
決
め
た
。

1
県
試
案
に
対
し
て
態
度
を
暫
く
保
留
す
る
。

2
宇
都
宮
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
編
入
合
併
と
な
る
か
ら
急
が
す
周
囲
の
事
情

を
研
究
す
る
。

3
田
原
村
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
単
独
運
営
が
望
め
な
い
な
ら
二
箇
村
の
線
で
進
む
。

そ
の
後
の
経
過
を
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

大
塚
自
治
会

増
渕

昭

わたしのしよう采のゆめiま.かんご師に

なることです。なぜなら,人の命を手助け

擢驚認鵜音譜課袈
生活していたのでよくお手伝いをしていま

した。喜んでくれているすかたを見て.とて

間
も
な
く
「
令

和

元

年
」

桜
の
よ
う
な
心
温
ま
る
、
そ
ん
な

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

編
集
委
員

もうれしい気持ち

になりました。

わたしは。すてさ

なかんご師になれ

るように.一生け

ん命たくさんのこ

とにチャレンジし

ていきたいです。

河内地境の人口

人口 35,441大

男 17,719大

女 1了,722人

世帯数14言26世帯

(住民基本台帳による)

平成31年3月末日現在

薬剤師になること
私のしよう采の雪駄

護輩繁藤

翳
の夢に向かって、二

謹祭器、

○あなたの身近な地域の情報や話題

○河内地区を撮影した風景写真、地域のお

祭り、イベントの写真

【問合せ】

〒329-1105 宇都宮市中岡本町322十4

河内地区まちづくり協議会
(河内地区市民センター内)

蜜(671)3202 FAX (6了1)3220

Eメール先に送信して下さい

愚態@箆諾諾発議窪器す. Eメール: tp_kwtik帥oon.ucatv.ne. jp


